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第六章器官の気まぐれ〈不能と無性欲症〉
生殖器の不調をどう考えているのか知ろうとして医者の著作を繙
くと、読者は、語義の不鮮明さや混乱、さらには概念の明かな不正
確さにさえ直面する。そんななか、ひとつだけ際だって明快な概念がある。男性の不能概念である。この概念は、罹患者が欲望を感じているか否かにかかわりなく、性交を実現できないことを示している。後に見 ように、このタイプの欠陥が女性にかかわることはきわめて少ない。 「不妊症」は、性交にたいする適応を示しているにもかかわらず、子どもをもうけることができ いことを意味す からである。男性のば い、不能は、エネルギー不足や 精子およびそこに含まれ 微小動物の不良状態が原因だと考えられているが女性のばあい、妊娠の不能は、内生殖器の形成不全や妊娠器官の生理学的な機能不全に起因する。読者にとって残念なこ 、学者は、女性にかんして不能という用語と不妊症という用語を混同しており、両者を混用してい ばあいが多い。妻の使命 子どもをもうけることだから、 の使命を果た ことができない は、
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長らく女性版の不能と認識され、男性の挿入不能および射精不能といわば対をなしていた。
たしかに、医者はときに、欲望や快楽の不在である無性欲症と、
生殖器官の非形成や妊娠の不能を区別することもある。しかし、医者にとって核心は子どもをつくることであって、女性の欲望と快楽は受胎という観点か しか評価されていなかった。医者 なかには女性の性的快感を有用である、それどころか必要不可欠であると考えるものもあったが、有害な役割しかない 考えるものもいた。したがって医 は、受胎に有利な条件 生み出すためには 場合に応じて、情欲を刺激する必要もあれば 抑え込む必要もあ と信じて、この快楽に対処していたのである。すでに見たように、パートナーが同時に性的快感を つことに執着す 医者もい ば、あの神秘の震え あ 「受胎の瞬間 先立つ、 いはとりわけその瞬間に起こると思われる 得も言われぬ官能
（１）
」に執着する医者もいた。
くりかえしになるが、こうした 者が女性 無性欲症に対処する必要性を感じていたのは、生殖器官 非形成を避ける観点からあって、性的快感にたいす 個人の自律的な欲望 満 そうと う意図からではなかった。
ある契機が、依然として漠然としてはいるものの、ひとつの転換
点となる。理解を深めるため われわれはこの先で「ルボー契機」（一八八五年）と名づけることにするが、この契機以降、受精という観点を離れて、女性の無性欲症が探知 観察、治療される。性的快楽を味わえば、苦しい妊娠期間や苦痛に満ちた出産というしっぺ返しがやがてやってくる
―
。そんな考えとはいっさい無縁なとこ
ろで性的快楽が考察され の ある。女性にも性的欲望や快楽を要求する権利 ある、とルボーは声を大にす 夫婦 良き調和のためばかり なく、女性自身の満足や充足感のため 、官能を感じる権利は義務でさえ と言う。女性がそ 感動を知らないならそれは冷感症という病理の犠牲になっ いるのだ ら、治療ことが
重要なのだ
（２）
、と。医者の言葉を間違いなく解釈し、十九世紀中葉に
起きた転換の大きさを把握しようとするなら、語彙がどのように変化していったか、その詳細を以上のようにぜひとも見ておく必要がある。
ピネルが「生殖器の神経症」と考え旺盛に記述、分析した能力
を、これより五十年前にこの病理の専門家になったデクルティル医師は、 「性的欲求の喪失ではなく、この欲求を満足させる力を った諸能力の一時 な中断や破壊や廃棄
（３）
」にあると見ている。医者が
繰り返し言及する不能にかんする文献は二つ。ひとつめはオウィディウスが『恋 歌』の で語 ている恥辱 夜だが、これより頻繁に言及されるのが、モンテーニュが若い新婚夫婦の失敗を取り上げた考察で、この耐えがたい出来事における想像力 役割と 不能を克服するための心理的方法についても述べられている。ビュフォンとカバニスに次いで、アドゥロ とショシエは、 『エセー』の著者の言葉に同調して のような警句を記している。 「直接の刺激よりも想像力の方がよ 容易に、より強くペニスを立 しめる（４）
」 。神学者たちは、オーギュスタンの後を受けて、不能に罪の影
響と堕落の現れを見て取っていた。わ われ こ 先で引用する医者たちもビュフォンやカバニスと同じ見解 『創世 』の名前こそ出さないが、生殖のための器官が魂 も意思にも従わな こと明らかにしている。
しかも学者たちは、不能の男性や「無性欲症」の女性をひとめで
見破るよすがとなる刻印があると信じ い 。性的濫用 耽っている個人を発見する手続きによく似た手続きだと彼らは言う。ヒポクラテスの時代か 、不能の描写は、性的機能を扱 た医学テキストにおいて腕の見せ所であっ 。ヴィレーは一八一六年にこの描写を試みている。この類型を構成す 諸特徴を、彼は次 ように列挙する。 「蒼白い顔。あまりに金色だったり白かっ りする乱れた髪。白昼に弱い薄灰色の目。湿ってぶよぶよした体は つるつるしてい
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てほとんど毛が生えておらず、髭もなければ、しかるべき箇所に体毛もない。体細胞は柔らかくて脂肪が多く、女性のように発達している。膨れて水っぽい腺。女性的で脂肪の多い丸っこい身体。両肩は狭く、腰は広く、下腹がぽっこり飛び出している。臆病な性格。なよなよとした物腰。女っぽい習慣。か細く甲高い声。饐えた呼気とむっとするよう 汗
（５）
」 。 「だらりと垂れた」睾丸、極端に軟弱な陰
茎。老化にともなう、 「 ぐも て、しわがれた」声。小便の仕方からも不能が看破できる。液体が尿道から緩慢に流れ 、両脚のあいだを落ちるからである
（６）
。マルク
（７）
は一八一八年に、ガンヌ
（８）
は一八
三七年にこの病像を引き継ぎ、同業者の記述をほとんど丸写しいる。
ヴィレーによれば、女性の無性欲症は男性の不能よりも数が多い
が、疑念の域を出ることが い いう。しかも彼 たちの刻印は、ヒポクラテス以来、不妊症の女性の刻印 ごっちゃにされ る。しかし、そこには根本的な違い ある ヴィレー 力説する。不能の男性がパートナーの女性の欲望を満足させられないのにたいし、性的な熱を奪われた女性でも男性に快楽を得させ ことができるからである。この違いは、神学者によっても強調 れてい 。
ヴィレーは冷感症の女性と不妊症の女性をごっちゃに記述してい
る。彼はこう書いている。このひ弱な女性は「金髪と白髪が強く極端に繊細かつヒステリックで、胸つまり乳房もなければ、月経もほとんどなく、性器を覆う例の体毛もほとんどない［…］彼女たちにはクリトリスがほとんど見つからず 〈勃起 し
い（９）
〉 」 。いっぽ
うマルクは、一八一八年に、クリトリスの無感覚と乳輪の退色を強調している。
一八五五年、ルボーは冷感症の病像を明確にし、この疾病単位に
与えた新たな意味を考慮に入れながら 冷感症妻の観察範囲を広げる。 「ひとりの女性のエロティックな性向について意見を述べる前に、彼女の体組織 外的な現ればかり く、 〈身体的習性〉に
つねに現れる生命エネルギーの度合いについても吟味
）（（
（
」しなければ
ならない、と彼は書いている。しかも、体毛系だけでも「ほぼ確実な」徴候を示しているとルボーは考える。例えば、冷感症の女性の頭髪には「情熱的な女性のように、こめかみでカールする小さな房がまったく見当たらない」し、眉毛は薄く、地肌とほとんど区別がつかないため、鼻根あたり 眉間に かなりの隙間ができる。腋の下にはほとんど毛が生え ないし、その毛も「色がはっきりせず、硬さもない」 。 「色の薄い短い産毛 覆われた恥丘に たっては、目を凝らさなければヴィーナスの丘が見つけられないほどで、その痩せて不毛 様 、官能もさぞや鼻白むだろうと思われる」 。 いっぽう、こうし 女性の乳房にはとりわ 変 っ ところはない、と う ルボーは所見である。ルボーはその他 徴候として「知的能力の不活発」と「感情の鈍麻」を挙げて るが、お気づきのように これらはいずれもリンパ気質 属す 特徴である。彼は、これに加えて 肉体的な側面では く 素行 かんする徴候を挙げている。性格にどことなく男性的 ところ ある、意志が強い、極端に理が勝って る、 「知 要素が優位に立ってい
る
）（（
（
」
などがそれだが、とりわけ、 「通常女性の特性ではない」 「自信と尊大さ
）（（
（
」に満ちた動きや歩き方にその徴候が現れているという。いず
れにせよ、たいがいのケースで、患者の告白に任せるの 最良のやり方だとルボーは う 臨床医の観察から打ち明け話の聴取へと移行させることになった重要な指摘であ 。
失敗を思い出すときに見せる男性不能者の反応を、医者は小説家
のように探り出す。無性欲症は 心理分析の手段とし 当時 科学の最も重要な素材であった。この病理を語る言説のなかから ある種の性科学が徐々にその姿を現すのである
）（（
（
。当時、男性不能者の
第一の特徴とされていたのは、自らの状態 頑なに認めない姿勢であった。ラルマンは、そこ 潜む「自己愛からく 言い逃
）（（
（
」につ
いて延々と力説し、患者の申し立ての長いリスト 引い 曰
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く、娼婦はぞっとする。愛人の肉体を尊重しているので。逢い引きに向かう前に食べ過ぎた。ポンチを飲み過ぎた。体温を下げる苺を食べてしまった。相手があまりにいつまでも抵抗するので仕方がない。お茶、コーヒー、酔いのまわりやすいワインなどで気分が悪くなったという者もあれば 突然 不安、強い感情、 「胸騒ぎ」などに襲われて不調に陥ったという者もあ いずれも うまく行かなかったときのことを後 ら思い出して想像力がかじかんでしまい、本来の能力が発揮できな のである。男性不能者は「医者にさえ、けっしてこのつら 出来事をはっきり打ち明けな 。致命的な言葉を決して口にしないままでさんざん回りくどい言い訳を重ねた後でなければ、告白 まで辿り着かないのだ」 。彼らは「小声で、耳打ちするように打ち明け
る
）（（
（
」 。手紙による診察を余儀なくされて
いる患者は、幾重にも重ねた封筒に入れ 蝋で封印をす 「彼らは手紙を書留にする…」 。
いよいよ真実を告白しなければならない段になると、彼らは涙を
流す。恥ずかしい、胸が引き裂 れるようにつらい、心の底に怒を溜めている、自分が嫌だ、 「ず と隠し続け きた苦しみがうんとある」といった言葉が飛び出してくる あまりに長い間秘密を抱え続けてきたからである。男性不能者はパートナーの侮蔑を恐れている。夜明けまで辛抱強く待って 夫婦の床を避 る。ラルマンはさらに分析 進 る 不能の意識は男性自らを貶め、 「微塵の幻想も、ひとときの憐憫も残しては れない
）（（
（
」 。 「男性の不能はその証
拠からしてうむを言わさないものがあ
る
）（（
（
」 。この終わることのない
内なる責め苦に比べたら、自由の剥奪など無に等しい。この責め苦は、名誉や富や最も親しい知り合 を失うよりも酷い。だれ 非難することもできず 同類から同情を期待す こともでき のだら。憐憫を誘えないことは分かっているから、完全な秘密へと逃げ込むことになる。たやすく慰めを得ることが き のは、六十代に達し、生殖本能がほぼ消滅 た者だけだ。
いずれによ、医者は病気の治療をしなければならない。そのため
には、まず、病像を描き、原因を特定する必要がある。どの臨床医も分類学を打ち立てようと努力している。その分類目録を延々と再現すればうんざりするような作業になるだろう。ただ、生殖器の不在や、陰茎開口部と膣開口部の先天的閉鎖に起因する絶対的、構成的不能が存在することは、どの学者も一致して認めている。ルボーはそこに これらの器官が「極端に小さい」現象を加え 。患者のひとりは、勃起した陰茎が「ヤマアラシの平均的な針ほど 太さで、二プース
〔一プースは二七． 〇七ミリ
〕の長さしかなく、睾丸は
ヘーゼルナッツほどしかなかった
）（（
（
」と書いている。ルボーは、こう
した欠如に ヘルニアや包茎による影響 陰茎包皮小帯の異常 加えている。以上 病気 いずれ 官能に影響を与え、欲望 完全な消滅を引き起こす可能性がある。
以上の学者たちによれば、 「生殖機能の無力症」に起因する絶対
的不能も存在するという。デュモン医師が「生殖器 神経的なエネルギー不
在
）（（
（
」と呼び、他の医師が「生殖器の失神」ないし神経
症と、ルボーが原発疾患的不能と命名して る不能がこれである。これは、 「生殖器にも、生殖器 外 なんらかの器官 も、いかなる明らかな病変も認められな にもかかわらず、また生理的な法則からいっても理解できないのに、性交が遂行できな
）（（
（
」というもの
で、したがって、解剖学によっても 「生殖感覚と本能的調和にある他の機能とのあいだの、生理学的あるいは病的な関連疾患によっても」説明がつかない不能である。
それでもやはり曖昧な部分は残る。バルテ以降は、生命の働きの
不調や「神経支配の乱調」という言葉を使 い が、それでは、じつに茫漠とした言い方になってしまう。コバーンとリニャックが先導した臨床観察によれば、 しかに 一定の区別はでき 。不能の第一の型は「 〈アゲネシア・アンティキパン
ス
）（（
（
〉 」 、あるいは、
ヴィレーによって最初の接近による射精 呼ばれているも で し
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たがってこれは、器官的な原因による挿入の不能とは異なる絶対的不能である。この不能はほとんどすべての医学著作で言及されている。後に早漏と命名されるものに注意を向ける医者もまれにいたことは、男女が同時に快感をもつこ に重要性を認めていたことからも理解できる。デクルティルはこの先取り現象について説明を加えている。性交が実現す ために 「筋系のエネルギーと知覚系の感受性とのあいだに、恒常的な調和や相関関係がなくてはならない
）（（
（
」 。デクルティルによれば、両性とも想像力の支配下にあるから
である。
先天的奇形を除外すると、つかの間の勃
起
）（（
（
が絶対的不能の第二
の型になる。ヴィレーの数十年後、ルボーが にこだわっている。 「しばらく持続したあ 、女性の秘所の門前で萎えてしまう」タイプと、 「膣のなかでかなり持ちこたえるが、目的を達したとたんに」消え去るタイプをルボーは記述している。 「期待していた快楽が得られず、男性を欲求不満
に
）（（
（
」させる不能である。 「興奮を引
き起こす行為を執拗に行」っているに かかわらず興奮 冷 てしまう、あるいは、性的欲求が まりに早く萎えてしまうと言い換えてもよいかもしれないが、ここ 起きているのはそうし 象なのだとルボーは書く
）（（
（
。女性の膣のなかで快感を得られないことを相手
に知られないように、愛人に手淫を てもらっている患者の例をボーは引いている
）（（
（
。こうした観察所見を読んでいると、臨床医の診
察所でどんな会話が交わされているか その様子の一端をう が知ることができる。しかも、注目すべきこと とに、ルボーは一八五五年、こうした行為を「倒錯」と形容してい 例えば彼は、 「道徳にかなった興奮性」を確立 るために「アブノーマルな刺激」が必要な症例を明示して る。
先天的奇形を除く第三の不能は、ジュベール医師が「 〈アゲネシ
ア・クンクタンス
）（（
（
〉 」と命名し、モール医師が「射精障害」と呼ぶ、
「精液が出にくい、あるいはまったく出ない、遅
漏
）（（
（
」である。リ
ニャックは、早くも一七七二年に、 「このうえなく力強い勃起があるのに、官能の大きさを示す重要な射精が伴わない
）（（
（
」男性の症例を
指摘している。
こうした重度の不調の他にも、器官の一部不適合による障害か
ら、さまざまな型の部分的、相対的、一時的不能が生じることがある。これらは、臨床医の努力によって最もうまく治療できる病理である。こうした器官障害のうちでも臨床医がよく引くのが、勃起したとき異常に大きい
）（（
（
、方向が偏っている、極端に湾曲している、
片方に湾曲しているといったペニスの障害である。受胎のためにはペニスと子宮頸部が正しく適合していなければならないと信じていただけになおさら、当時の医者にはこうした方向の不正が有害に思え、ひっきりなしに言及してい 。膣があまりに狭い「膣狭
小
）（（
（
」 、
膣の痙攣や痙攣性収縮、外陰部 神経痛
）（（
（
、クリトリスや小陰唇の過
剰な長さなども、同じ発想によっ 、位置づけられている。それらをここで詳述するには及ぶまい れらの障害、とりわけ過度に大きなペニスを、医者が当時どのように 改善しようとし かについては後に見ることにしよう。当時臨床医のあいだでよく知られていた俗諺を借りれば 「男のイチモツは、大きさが度を超せば超すほど、硬くならない」以上 過度 大きなペニスは、パートナーからすると特に嘆かわしい奇形であ た。一八二九年に記述されたサン＝トノレ街の男性は、長さ十四プース
〔一プースは二七． 〇七ミリ〕
のペニスを持っており、 「太 もそれに見合っていた」 。勃起は完全なのだが、これに見合う女性が つからず、男 意を決して器官の半分を「切除」した
）（（
（
。
残るのは、明白な原因がなく、パートナー同士の不調和に起因す
ると考えられる不能である。 「自然」は、人の観察を逃れる「両性間の不調和」を引き起こす、とヴィレー 指摘する。ヴィレーの見るところ、生殖器の 気まぐれ」 「厚かましい横柄さ
）（（
（
」とは、し
ばしば神 意図と同じように不可解な自然の恵みの神秘に他 らな
(295)
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い。不能は、このばあいおそらく、不完全な発生を阻んでいるのである。ヴィレーはオーギュスタンの立論をすっかり逆転させ、もし器官が不従順さを見せているなら、それは全員の為であり、種の保存の為なのだと言う。医者がパートナー間の調和を実現しようとする努力には、こうして、自ずと限界がある。「突然襲ってきて、特定の対象にたいしてだけ冷たくなったり、逆に火がついたように熱くなったりする」 「例の不可解な冷却化」と「それに劣らず思いもよらない あの さまじい情熱」を前にして学者は驚きのあまり棒立ちに る 「性にお ていず も完璧である二人がこのうえなく甘美な関係で結ばれ 。なにもかもが、幸せな結婚 よ 豊かな生殖を告げ いる。 ころ 、婚姻床にときおり突如として氷のよう 冷たさが広がる［…］この関係がご破算になるこ もあるだろう。それぞれ、一見する はるかに釣り合わない別の相手と一緒 なり、子ど をたく ん設け、それ以降は、別れることなく熱烈 愛し合 こともある」 。
〈 「官能を感じる力が消滅」する原因〉
なぜ器官がいうことをきかなるなるのか。この謎は、医者がやっ
きになって繰り返す原因の分析を寄せ付けない。原因は 決定的なものなのか、それとも素因的なものなのか、はたまた偶然 たまのなのか。そのリストには際限が い。マルクは『医学辞典』なかで、寒さはペニ の勃起にとって好ましく い「痙攣性 収縮をもたら」し、暑さは「運動能力を高ぶり
）（（
（
」をもたらすと主張して
いる。一方ルボーは、気温の急激な変化は有害だ 考えている。彼はこの発言を裏打ちするために、一月に海水浴をしたあ で不能になったあ 卸売業者の症例を引用している
）（（
（
。不能にかんして、気質
の違い きわめて重要に見え 。リンパ気質と鬱気質の人は 多血質、神経質、胆汁質の人とは逆に、無性欲症になりやすい。青年
にせよ、老人にせよ、年齢もまた不能の説明に使われる。この病気が男性を襲うのは平均「六十歳から七十歳」だとモールは見積もっているが
）（（
（
、他の同業者のように、嬉々として例外を並べ立てて
いる。八十代の大カトーの例から、百歳代で妻を喜ばせたり妊娠させたりした例 至るまで、枚挙に暇がない。ガンヌ医師は老人についてこう書いている。 「彼は欲望を感じるが、性交 力はたいてい欠如していて、射精 力はなく 精液は水っぽ 勃起は不完全、緩慢、困難で、精管は閉塞しかかっており、精嚢と睾丸は萎縮してい
る
）（（
（
」 。老齢が性交の結果生まれてくる子どもにも影響を及ぼすと
最悪の結果になる。 「だらけた」行為によって「年を取りすぎた父親
）（（
（
」からできた子どもも、未熟な官能からの生まれた子どもと同じ
ように、先天的な不能になるおそれがあ ら ある。
不能の偶発的な原因として認識される状況がいくつかある。胃に
たいする過度の負担、煙草や「清涼飲料水」の濫用 どがそれである。ラルマンは三十歳の中学校教師と知り合いになったが、彼 睡眠時間を減らそ と摂取していたコーヒーが原因で「絶対的不能」に陥った
）（（
（
。強いリキュールの濫用でも、同じに結果に至る。
しかしながら、無性欲症の主た 要 考えられてい のは性的
過剰と濫用である。ヴィレー よれば 娼家通い 性的快楽 よて枯渇した都市生活者がとくに、この病理に冒される いう。マルクとガンヌも同意見である。これ たいし、ルボーは、性的過剰と不能との関係についてはより慎重な姿勢を取って る。 「性交のための器官の濫用は、この器官 衰弱させるどころか、とき はオルガスム
―
すなわち血液の大量流入
―
を高める
）（（
（
」と、いささか
挑発的に指摘している。こうした医学的言説において、自慰の習慣は、男女ともに 無性欲症 導く王道として欠かすことができない。
ラルマンは、きわめて慎重にある同僚の自伝を要約している。こ
の同僚は早くも十歳のときに孤独な快楽を「発見」した。 の後何
(296)
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年にもわたり、ただしかなり間を置いて、この快楽に耽った。十九歳のとき、彼は「絶好のチャンスをものに
）（（
（
」しようとしたが、試み
は完全な失敗に終わっ 。勃起もなければ、挿入も射精もできず、快感もなかったのである。その後、十八ヶ月のあいだ、若い女性と「人為的な快楽をお互いに」与えあった。彼 欲望は息を吹き返す。医学研究の道を進むいっぽうで、彼は助言 求め、怖じ気づかなくてすむ「練達の女性」
―
おそらく娼婦のことだろう
―
の許
に赴くことにした。ところがまたもや まくゆ い。そ 後三年間、彼は性交をいっさい試みなかっ 。相談を受けたファージュ教授は、酢の入った冷たいローション 性器に塗るよう処方し、デルフ教授はただたんに自信を持て いうだけ。結局 なん 効果もなかった。さて、十日前から愛を交わし い気持ち っていた彼は、またもや同じ態度であしらわれることになる。彼の状況はじつに惨めだった。彼はラルマンにこう報告している。 「最後の恩恵以外はすべて手に入れました。ただ最後の恩恵だけは、 〈手に入れことが怖くて〉 、ぜがひでもという気 ならないんです。どうしたらよいでしょうか？」ラルマン教授はいつも ように尿道焼灼術を施す。その後数ヶ月間、患者 あちこちの臨床医を訪ね歩き 逢い引きの二時間前にマラガのワインやカンタリスの煎じ薬 飲 だりして事に及ぼう するが、う くゆかない。次第 眠れなくなり、食べられなる。最後に ラルマンが焼灼術 治癒に成功し 。そ後、ラルマンはこの患者を十五年にわ って診察している。
もしこのように自慰が不能に通じているとするなら、両性間の交
流の可能性をことごとく破壊するの 自慰だということに るだろう。 「このように節度のない孤独な快楽 性器の感受性や精神的な愛までも枯渇させ、冷たくしてしまう。ナ キッソスのよう 自分しか愛せなくなり 自分自身が生みだした荒廃によ て、女 が近づいただけ 恥辱と警戒心を感じ、女性の でも や男性であることを示せなくなる。女性のばあい、この唾棄 べき習慣 耽る
は、子宮の弛緩が起こり、その結果として、精子を引き留めておくことができなくなり、冷たい不妊症になる
）（（
（
」
デュモンは、トゥルーズの神学校で自慰の習慣に染まってしまっ
たある知りあいの神学徒の症例を引いている。 「日に三度も四度も自慰にふけった
）（（
（
」ため、彼は病気になってしまった。修道院長は生
まれ故郷の空気を吸ってくるよう彼を送 返す。両親にあらかじめ事情を説明していた兄から見張られ、医者からも説教と監視を受けた彼は、悪癖を断ち、立ち直った。ところが、 「女性とひとつになりたいという強い欲求を感じているにもかかわらず （また、 ）その道に長けているとされる女性 相手にしても、完全な勃起を味わえない」症状は改善せず、 「射精も不完全であった…」 。デランド医師が受け持つある女性患者は、寄宿学校で自慰の習慣に染まった。十七歳で結婚したが、 女にとって夫婦関係は、不調、苦痛 完全な失望の連続でしかなかった。愛撫には良くてせ ぜい何 感じず悪くすれば、それが原因で「つらい痙攣と引きつけが
）（（
（
」何週間も続
くのだった。
節欲もまた、部分的とはいえ、不能に行き着く道である
）（（
（
。節欲は
生殖器官 衰弱と萎縮を引き起こし その結果、生殖器官は「縮み、柔軟性を失い、無力
）（（
（
」になる。デュモン医師は、五年間禁欲生
活を送ったある男性について 「快楽の魅力を っ 感じず、ペニスはつねに虚脱状態で なに もってしても こから脱却させることができな
い
）（（
（
」と書いている。ヴィレーの格言を借りれば、 「使
われない器官は［…］やがて活動を停止す
る
）（（
（
」からである。生殖
器を使わない いると、この器官は弱まり 弛緩 、 「そのエネルギーと活動力は低下する
）（（
（
」とラルマンは確言する。最愛の妻を失っ
た後、誓ってだれにも触れていないというある若い卸売業者の告白についてラルマンは語って 。三十七歳で、彼の健康状態はなり悪化していた。昼間遺精と完全な不能に悩まさ たのである。肛門性交と女性同性愛もまた、自慰と同じく、無性欲症である
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ことを示している。なぜなら、彼らの「性交能力はもはや、内的なものにせよ、外的なものにせよ、自然の刺激にたいして反応していない
）（（
（
」からである。これが「発生能力」からの完全な「逸脱」によ
る不能であることは間違いない、とルボーは言う。もはやアブノーマルな刺激にしか反応できな 、心の治療を必要とする不能である。
また、不能を引き起こすと考えられる病理はいくつもあるが、な
かでも性病と帯
こしけ
下が挙げられる。ある種の中毒、ガスの吸入、鎮静
剤の濫用、麻酔薬とりわけ阿片の使用などによって不能が引き起こされること ある。すでに見たように 娼婦がこれらの物質を使うと衰弱させる効果が高いことをルボーは確認
る
）（（
（
。 「早すぎる
快楽」によ ばかりでなく、いかなる病気であれ長患いをしているときや病気から 恢復期にある き、あるい たびたび瀉血をしたとき、一般に、娼婦は無性欲症に陥りやすい。
無性欲症は、たんに日常生活の健康管理不全から引き起こさ
ことも多い。夏のあいだはほ んどサラダだけで露命を繋いでいた女性が「不妊症」になった例をヴィレーは引いている
）（（
（
。ヴィレーは
また、長すぎる授乳も非難してい 。乗馬の習慣にたい 攻撃は、繰り返し現れる主題と言 い このとき決まって引用されるのが、ヘロドトスによって記述されたスキティアの騎士の不能である。ラルマンは、患者 、乗馬 有害な影響をいくども確認きたという。いっぽうルボーは いか る筋器官の濫用 も有害働きが ことを強調している。 「歩行その他の なる運動であれ、それによって疲弊した男性にた し 、女性がどんなに愛撫で誘惑しても無駄である
）（（
（
」 。
精神の働きが及ぼす病原性の影響をティソが詳述する以前すで
に、この告発はひとつの〈定
トポス
石〉になっていた。その後、どの医者
もこの〈定
トポス
石〉を抜きに語ることができなくなる。ヴィレーは「深
く究めようとする研究」を、マルクは「瞑想」 「過度の徹夜 を
非難する。 「作家文人のばあい、脳が活動全体を吸収してしまうため、生殖器官が犠牲になって、やせ細ったり、萎縮したりすることがよくある
）（（
（
」二度作家の寡婦となったある女性はいつもこの問題ば
かりに悩まされ、もし三度目の夫をもらうことになったら、文学者と学者からは選ばないとはっきり語っている
）（（
（
。ペリルが講義のとき
に紹介した数学者の症例を、専門 たちは口を揃えて繰 返している。 「解けないいくつかの問題に深く心を奪われていた（彼は） 、妻の存在をほとんど忘れており 情熱を妻と分け合うことになるたびに、つまり、行為の最中に想像力がこれらの問題に向け れるようになるたびに、彼は射精できなくなるのであ た」 。ペリルは診察を受け やってきたこの女性 たいし、夫に酒 飲ませ、 「ほろ酔い気分 っ 」頃合いを見計らっ 「愛撫 もらうよう」誘いかけてみたらどうかと勧め 。 「そうすれば、深 瞑想に沈みが な夫もその権利をすべて回復するだろ
う
）（（
（
」 。いっぽうモンダは、科学
の研究に打ち込んでいる女性の大半を不妊症だと見込んでいる
）（（
（
。
とはいえ、われわれが論じているテーマにとって最も興味深いの
は、やはり心理的原因である。心理的原因は、臨床医の目 ら見ると、たいてい個
インディオサンクラズィ
人の特異性に属しており、それが臨床医を惹きつけ
る。デクルティルの著作の大半がこれに費やされ、マルクとモンダはこの心理的原因をこと細かに列挙している。モンテーニュが確言していたように 不能は「魂の疾患」 由来する である。
逆説的なことに、ある種の人たちの過剰な欲望、あまりに横溢す
る「愛の情熱」 、 「強 好色
）（（
（
」は、性的不成功の主因となって現れる
ことがある。若い夫の頻繁な不能は、いずれもこの とをよく示している。マルクは、ごく最近結婚したある男性 症例を引い いる。彼は二人目の妻相手に射精ができなかった。勃起が強すぎたからである
）（（
（
。モンテーニュにならって、マルクは最初の攻撃が失敗し
た後、妻にむしゃぶりつくのを止め、 「愛情 代償を待つあいだ想像力を使わな ようとくに気 配って」二回目の房事を準備して
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はどうか、とこの夫に助言した。 「欲望が和らげられれば、バランスと落ち着きを取り戻し、筋系と知覚伝達神経のあいだの調和が回復できるだろう
）（（
（
」 。マルクは、このタイプの不能の原因は、 「美しく
魅力的な妻を目にすると起こるエクスタシー
）（（
（
」にあるとしている。
恐怖や臆病や羞恥による麻痺、自らの力にたいする突然の不信。
医者が耳にする患者の自己正当化にはこうしたものが多い。ルボーは、傷つくことを恐れるだけで不能になるケースを語っている。だが、愛されない恐怖、両親や周囲や、果て 愛人に現場を取り押さえられないかという恐怖 ど、恐怖は他にもたくさんある 崇拝が高じる恐怖についてはいうまでもない。ルボーは恐怖を惹起する無数の原因について語っている
）（（
（
。
人を凍り付かせる感情は、他にも、良心の咎めから失望までじつ
にさまざまであ 。友人の好意につけ込んでしまった後悔や、 「無垢な処女を騙して、玩ぼうとし る
）（（
（
」ことなどもそうした感情に
数えられる。リニャックは 処女を相手 した き 不能 なる人を知っていると主張している。ブルダッハは 動物じみた行為のことを考 るだけで不首尾に終わる例があることを指摘して る
）（（
（
。
マルクとザッキアは、怒りがこうした領域に与え 痛 しい影響を嘆いているし、ジュベールは嫉妬と憎しみが、ルボーはあ りに大きな喜びが、良くない影響を与えると述べて る。ルボー 、富くじで三万フラン獲得したことで不能になった男性と知り合 なったという
）（（
（
。例えば愛息の喪失によって引き起こされた悲しみなどの
ように、より劇的なエピソードによっても同じ影響 現れる。言語に絶する激しい恐怖を体験したときも、 「生殖器の失神」を惹起することがある。ヴェルサイユ鉄道で起 った事故の犠牲者のひ りは、その後、六ヶ月勃起がなかったという
）（（
（
。
過去を思い出すだけで不能が起きることがある。女性との「性交
が不首尾に終わった」前回のこと 思 出す 、あるいはそ 反対に、過去に感じた恍惚感や以前に興奮したもの 思 出すと、勃起
が阻害される可能性がある。これにかんして、ある逆説的な効果が存在することをルボーは明らかにしている。 「わたしは数年前パリで、 〈活人画〉と名づけられた全裸女性たちのヌードショーを見たことがある」とるルボーは打ち けている。 「その女性 ちの容姿端麗さは一目瞭然だったが、彼女たちにわたしは深い嫌悪感を感じた。そればかりではない、このショーのことを思い出すと、いまでも紛れもない無性欲症に てしまうのであ
る
）（（
（
」 。ルボーの患者の
なかには、サドの『ジュスティーヌ』を読むと同じ影響が現れる若者もいる。
患者の証言によれば、不能はときに、性行為のただなかでこう
むった感覚、パートナーと戯れているまさにそ 最中にこうむった感覚が原因で起こ ことがある いう。ペリルの患者の数学者が別のことを考えて た話 すでに見たが、ルボー よれば、こうしたことはさして珍しくないという。事実、想像力が「性行為 支配
）（（
（
」を止めたときに不首尾は起こりやすい。相手の肉体や態度に
いする失望や不快感、さらには嫌悪感 欲望が萎えさせてしまうである。なかでも生理に気が付 きのこ にルボー 言及している。男性の自然は淫蕩なパートナーの前で 女性 自然は老いた道楽者の前で、冷たくなったり「縮こま」っ りす こと 多い
）（（
（
。ルボーは、これに加えて、膣粘液の意気阻喪作用にもこだわっ
ている。女性が まりに乾いているので萎えてしまったと、ある同僚がルボーに打ち明けていが、逆に、濡れすぎのために嫌悪感を催させる女性もいるという。そうなる パートナーはまるで「お湯に浸かって
）（（
（
」つらい仕事をこなしている気分になる。ヴィレーは、と
きに説明のつかな 「突然の激しい嫌悪感
）（（
（
」や不意の反感について
語っている。見合い結婚のばあ 、夫婦は、 「快感を無理矢理」共有し、 「憂鬱な興奮」に身を委ねな れば らず、 「陰々滅々た エクスタシー
）（（
（
」しか経験できないという気持ちに身も心もがんじがら
めになってしまう。
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「絶頂の不一致」や快感のリズムのずれだけでも不首尾が起きるには十分である。このデータ全体を通して読んでみると、なるほどこれは一定の男性が娼婦を相手にしたときの特殊な不能、とくに娼婦が前金を要求しているときに起こりやすい特殊な不能だと考えることができる。リニャックによれば、自らの力を試すためだけに売春宿にやってくる客にも、不首尾が起こる可能性があるという
）（（
（
。
ルボーはこのリストに、長い間辛抱を強いられた後で、不意に
易々と事が進むと引き起こされる混乱を加えている。長 間さんざん拒んだあげくに予告もなしにいきなり身を任せる女性は、予想だにしない総合効果を相手に与えるが、この効果は、パートナーの戦意を喪失させるに十分な力を つ そ 逆に、以前愛人だったときには情熱で満たしてあげていた女性に、婚礼の晩、名誉 授け ことができなかったあ 役者の症例 ルボーは引い
）（（
（
。これらの
学術書で 、たんに夫だ いうでけで男 たいして嫌悪感 抱いてしまうある種の女性 ちも問題に っている。
医者はこの他にも不能に陥るケースを際限なく詳述している。病
気によってあまり 長期間異性から離れている 、欲望が萎え どころか、すっかり困却してしまうことが る。そうなると再会は悲惨である。マルクによれば、それはまるで「思い出でしか
）（（
（
」愛する
ことのできないあの不幸な王子の帰還のようにな と 。
セックスが下手だ、 「性行為が粗雑だ
）（（
（
」と女性が揶揄したり、 「夫
婦の営みにたいする失望
）（（
（
」を口にしても、男性の戦意を殺ぐ結果に
終わることが多い。こうした理由からだけでも、夫婦の同衾は止めるべきだとシヴィアルははっきり言う。シヴィアルに れば、夫婦の同衾は、欲望 快楽 ほどよ 節約と両立しにくいからである
）（（
（
。
性的な熱に冷や水を差す要因がこれだけあるということは、それ
だけある心理的実践が頻繁 行われて る証拠である とルボーは言う。ルボーによれば、 「他の女性が横 いると考えて自ら 掻き立てたり、今腕に抱いている妻を空想や夢に見 美女の姿形 変身
させなければ、始めた性交を終わらすことができない
）（（
（
」男性は多い
という。詩人、大芸術家、学者など、エロティックな想像力は逞しいのに器官が興奮しにくい人々は、こうした精神的操作の常習者である。呪 の根拠、つまり男性を不能にする金縛りの呪いがなぜ起こるかについては、当時の臨床医が対処できる範囲を、そしておそらくその患者が対処できる範囲をも超えていたことを、最後に指摘してお う。
女性の無性欲症の原因を分析する段になると、医者はがぜん寡黙
になる。自己観察はまったく不可能だ 真の意味で臨床的な識別ができないか 、対象は謎 ままにとどまっていたと言わざるを得ない。女性の無性欲症のばあい、欲望や快楽 不在は検証 き いから、繰り返しになるが、臨床医は打ち明け話や告白に頼らざる得ない。それ以上 こととな と、推測の域を出ないのである。
カピュロン医師は、 「男性が目に入ったりそばに居たりしても、
生殖器に心地よ 刺激が生じることもなければ、性交や交接に導くあの悦楽が掻き立てられることもない
）（（
（
」女性を無性欲症と考えるよ
う提案している。彼はこのと 、全裸で どうやら勃起した男性を想定しているらしい。 ずれにせよ、詩人たちが当時持ち出していた、妖精のように軽やかな女性という図式 は遠い定義であるこの図式は、医学文献にはほとんど入り ま かったようだ。
例外的なケースを除いて、女性に挿入の問題はないし、男性 挿
入を受け入れられるだけの受動性があれば十分だから、質問は、医者の用語を借りれば、女性 淫奔さ、淫乱さ、好色さの度合 性交好きの度合いにかんす も に限られる。男 ばあいと同じように、こ 度合いも気質によっ 大きく変化する。柔らか 脂肪は欲望の高揚には好ましくない。疲労、病気、自慰の習慣、そしてある種の女性にかんしては「性交にたいす 全般的 嫌悪感」も、これと同じ働きをする。愛情 欠如、調和の不在、パートナーにたいする反感に至っては言うまで ない。要するに、多く ありきた
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りの事実であって、厳密な分析などほとんど必要としない。ルボーが突き崩そうとしたのは、こうした緊張感のない言説であった。
たしかに、この分野におけるルボーの言葉がまったく斬新だった
といえば、とうていそうではなかった。ほんの一例にすぎないが、例えばシャンボン・ド・モントーは早くも一七八五年に、淫乱さが欠けた女性ではなく、 「 （自らの）享楽をほど ど ところで終える
）（（
（
」ことがきわめて困難な女性が一部にい ことを指摘している。
そのためこれらの女性は、欲望の強さが生殖器への血液の大量流入を引き起こしているときには くに、刺激や炎症を抱え込んでしまう。一八一四年にはデクルティルが、一八三七年に ガンヌが、女性の冷感症にこだわりを見せている。だが 繰り返しになるが、この種の性交困難がそれ自体で考察されることは決してなかった。無性欲症が関心 惹く は、 に悩む女性に不妊症の危険が高まからである。
夫婦の感情的な結びつきが性的快楽から生まれ、夫婦がその恩恵
に浴していることを強調するために
）（（
（
、イエズス会士ギュリは性的快
楽を繁殖という目的から分離させているが、一方 ボーは、男性不能と女性の不妊症を論じながらも、夫婦関係によっ 惹起される女性の快楽 つい 厳密に快楽主義的な観点から考察している。「より一般的な言い方ではこういう問いかけになる。性交は、人類のばあい、決して最初の繁殖行為に限られるわけではなく、われわれの精神的な自然から見るな 、いわば社交性を保つためのひ つの手段、ひとつの道具〈でも〉な だろうかと
）（（
（
」 。 「したがって、性
の欲望と快楽は、男性に属する まったく同じ資格で女性 もふりかかっており、両性ともに、性交 心理的な諸条件 構成す 正常な秩序の中に収まって
る
）（（
（
」 。快楽の不在は病的な状態なのであ
る。肉体的結合には三段階が識別できるとルボーは詳細な説明 加えている。女性 魂はまず性 欲望 悩まされる。し がって、女性はこの段階では能動的である。第二段階は純粋に器官的な段階
で、女性は男性の陰茎を受動的に受け入れる。だが第三段階に入ると、彼女の魂と器官は共通の快楽に参与していると推定される。したがって が受動的なのは挿入の瞬間だ だとルボーは考える。ここにおいて不妊症と同一視されることを止めた固有の意味での冷感症は、挿入に続く性愛 営みに関わるのである。
ルボーの診察を受けに来る女性患者の動機は、二つに大別でき
る。大多数は不妊症の治療を望む女性だが、一部に、無性欲症を治して欲しいと言う女性がいる。後者のばあい、なによりも、冷感症の妻が性行為にたいして感じる嫌悪によって危うくなった二人の平和を回復したい、あ いは壊したくない いう一念で夫婦がやってくることをルボーは嘆いている。という も、ルボーとしては、女性が自らの快楽を創造したり修復したくて、しかも、快楽 与えてくれる満足のためだけにそうしたく 受診し 来ることを望んでいるからである。
ルボーの著作を読むと、女性の無性欲症は自律的な現象として捉
えられ始めていることが確認できる。性的快感の不能がとき それ自体として、母親になりたいという 求や欲望と無関係に研究されているか である。冷感症は気質によ ばあいが多 と医者は見ている。彼女たちは「自 の魂をどんな欲望 も 自らの感覚をどんな官能にも開 ない
）（（
（
」 。夫の不器用さや、 「お互いの刺激の不調和」
に起因す と推定される無性欲症もある。ルボーの関心はクリトリスに集中している。クリトリスは極端に小さ ばあい、痙攣を引き起こし くい。正常な寸法があ にもかかわ ず、この器官の感受性が長期間麻痺 女性も るが、こ ような状況は決して絶望的ではない。こうした障害があっ も、医者 適切な助言 与えれば、 「臆面のない興奮」を惹起でき からであ 。
冷感症は神経症、すなわち「神経支配の疾患」から生じるばあい
もある。神経中枢の変調から、あ いは、コベルトが強調したように生殖器神経のより単純な機能不全から、 「官能を感じる能力の一
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部ないし全部が虚脱状態に陥
る
）（（
（
」のである。無性欲症は、とりわ
け女性同性愛と自慰のよう 「生殖器の感受性が倒錯した」ときには―
男性の不能と同様に
―
はっきり看取することができる。一
方、過剰な回数の性交が官能を減退させることはすでに見た。また、冷感症、とりわけクリトリスの無
アトニー
緊張症は、単純なお産に伴う
偶発的な原因によっても起こることがある。あ 若い母親は、 「お産の数日後に自慰をしようとした 、どうやってみても、望む官能がまったく得られなかった
）（（
（
」と告白している。
ルボーは、推論を押し進めた結果、女性の快感と受精とのあいだ
にあるとされてき 関係を再検討する必要に迫られる。二重精液説が放棄された後でさえ繰り返し言われてきたこととは反対 、母性は女性の快楽によって揺らぐことはないし、両者のあいだにはなんの関連性もない ルボーは考えた。彼はこう夢想す 。 「もし仮に、臆面のない錯乱 起きるあの短い時間に母性を調べ できたら、混乱した行為のま ただなか それがま たく規則的に働いていることを知って、人は驚くだろ
う
）（（
（
」 。母性は、海の深みのよ
うに、水面の嵐を感じることなどないのだ。同時に、ルボーは古代からの信憑にとどめ 刺す。 「受胎した性交に感じると一 の女たちが言い張る震えと痙攣
は
）（（
（
」 、馬鹿げたお伽噺に基づいた彼女た
ちの空想に過ぎな 、と彼 断言するのである。要する 、快感は子宮の被刺激性を掻 立てるわけではない だ。こ 主張に間違いがないことを証明するため いくども実験を手掛け、女性が「交接のさいに感じる」 「快感の総
量
）（（
（
」と受胎との関係についてさまざ
まな観察を行った、とルボーは述べて る。
したがって彼は、快感という観点から見て、交接器官と妊娠器
官、 「性感」と母性の働きのあいだには かなる関係 ない する。 「臆面のない痙攣は、そ まま子宮 痙攣を意味す ものでな
い
）（（
（
」 。また、卵巣と交接器官とのあいだにも関係はいっさい存在
しないとルボーは
―
一部の同業者の意見に反して
―
主張してい
る。かつてハラーとカミュが卵巣と睾丸とのあいだに打ち立てた比較は、その存在意義を失う。卵巣を失った女性 なかにも、きわめて淫乱な女性がいるからであった。ルボーが認めるのは、せいぜい、月経が近づくと性欲が刺激され、 「臆面のない痙攣」の強度が高まることくらいであった。しかし、この興奮も、生殖器官 オルガスムの高まりから来ているに過ぎない 一般に、官能的な女性が大量に排出する経血 影響を受けやすいのは うしたことによる。
したがって、自然排卵の仮説が広まり、官能による痙攣と妊娠器
官の働きの関連性が否定され始めたこの時期、受胎 た性交では、震えが子宮と卵管の運動を示しているという信憑が放棄され ことによって、どう考えても妊娠に用のなく った女性の快楽は そ信用を失墜していたと考えてもおか なかろう。ところが、まさにこうした信用失墜が、ルボーをして、そしてその後の多くの医者をして、妊娠という観点の外で思考し、女性の快楽をそれ自体で考え、カップルと当事者にとって著しい利益があると う発想に導いたのである。
快楽と快楽を得るための手段は、もはや、男と女とやがてやって
くる子どもが形づくる三角形のなかに閉じこめられなくなった。
　
ルボーが著作を発表するころには、避妊の実践が止まると ろを知らずに広がってゆく。一見する 、彼は 医学 論理を、カップルの行動の自律化と女性の主体の地位向上に適応させただけのように見える。
だが、真実はさほと単純ではない。ルボーと彼の同業者たちが
当時医学文献に華々しく登場した「夫婦の不正行為」 害を力説するようになる は、ちょうど、こうしたプロセスが姿を見せ、急速に発展する時期にあたっている。し がって、こ 問題にかんしては、時代錯誤を冒さないように細心の注意 払わなければならない。女性の快楽それ自体 必要性が注目を浴びていたからといっ
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て、カップルを構成する二個人が遠慮なく快楽を得るために、いかなる手法にも訴えることができるというわけではなかった。医者たちは、ルボーを筆頭に、性的過剰と濫用の危険についてまだ確信を抱いていた。パートナーを二人とも満足させるために強く奨められる女性の快楽は 良い条件で「精子化」が実現することを前提にしている。さも ければ、すでに見たように、エロティックな実践はただの「さまざま 自慰」 すぎなくなってしまう。男性に ってその最悪の変種は、制限された性交、射精を伴わない性交である。いかなる種類のものであれ、 「夫婦の不正行為」においては、女性に有害な刺激が、精液 反痙攣性作用 よって鎮められ こ がない。 「臆面のない痙攣」による興奮が 「自らの震えの内で焼尽し消え去ることを余儀なく れる
）（（
（
」のである。不完全な性交には、
同じく不完全な快楽が伴う。しかし ルボー そし その後はベルジュレが強く奨める は、最後の最後にまで到達 る快楽であた。
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